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(1) 移民開拓時代（1910 年代） 
(2) 移民活躍時代（1920～1930 年代） 
(3) 移民中絶時代（1940 年代） 
(4) 移民再開時代（1950～1960 年代） 
7 
 
















第一時期 1886 年から 1917 年まで 牧野到着から在亜日本人会の設立まで 
第二時期 1918 年から 1940 年まで 日本公使館設置、独立営業者増 
第三時期 1941 年から 1945 年まで 移民の入国中止、終戦 
第四時期 1946 年から 1952 年まで 二世の帰国 







始め、1917 年の日本人会の設立までとしている。第二時期は 1918 年の日本公使館の設置

















 そこで本論では、対象とする 1908 年から 1951 年について、沖縄移民による労働及び生
活を社会形成との関係から以下のように区分する。 
 
第一期 1908 年～1917 年 在亜沖縄移民最初期の労働と社会団体の形成 
第二期 1918 年～1930 年 呼び寄せ移民の増加と職業の移行 
第三期 1931 年～1940 年 「三大職業」の拡大と沖縄移民の生活 
第四期 1941 年～1946 年 太平洋戦争の沖縄移民への影響と在亜邦人の協働 
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（Juan Bautista Alberdi 1810-1884）であったが、彼は“Gobernar es poblar”（「統治とは
植民することなり」）をモットーに移民の投入と開発の必要性を唱えた。アルゼンチンは近
代の象徴としてのヨーロッパ化を自国に強く望んでいたため、ミトレ大統領の前任者であ































































 日本から海外への移民は 1868 年に始まり、1885 年には集団移住が開始された。移民開











































































の世代の人数を加えると 1940 年のアルゼンチンには 7095 人の日本人が居住していた22。 
 
第三項 沖縄移民のアルゼンチン渡航とその特徴 





沖縄から海外への集団移住は 1899 年（明治 32 年）、ハワイへのサトウキビ農園労働者と
しての出稼ぎ移民を皮切りに始まった。日本から海外への集団移民が始まったのが 1885 年
であるため、他府県より約 15 年遅れての移住開始であった。1899 年から 1941 年の沖縄か
らの出移民数は 7 万 2227 人であり（全国では 65 万 5661 人）、その数は一位の広島に次ぐ
ものであった。戦前は全国平均で百人に一人移民が出たのに対し、沖縄では十人に一人移民

































































































































名のうち工場労働に就いている者が 339 名で 49.6 パーセント、家庭奉公をあらわす「家内






1920 年の外務省の調査によれば在留邦人の数は 2027 人に増加し、そのうちの 1661 人
である 8 割以上がブエノスアイレス市内に居住している40。「本業者の家族」である 552 名
を除くと、1475 名が就労者となり、このうち 642 名が「工場労働者」、238 名が「家事使用
人」であり、全体の人数が増加しても 1914 年の時点と同じ職業に就いている者が多いこと
が見て取れる。ただし、ブエノスアイレス市郊外では「農業」・「園芸植木職」・「農業労働者」










する 1940 年まで毎年 100 名以上、多い年では 489 名がアルゼンチンに入国した42。この時
代の職業に就いてまとめられた 1928 年と 1936 年の表を見ると、増加した職業として最も
顕著なものは、まず「染張・染色・洗濯業」である。これが先に述べた、在亜邦人を代表す
る職業「ティントレリア」であり、1920 年時点での調査ではわずかに 22 名だけであった従
事者が、1928 年には 234 名に、1936 年には 812 名に増えている。その他に増加が顕著で
ある職業としては、「旅宿・料理・貸席及芸妓業・遊戯場・興行場」が 1928 年に 555 名、














え続け、1928 年で 508 名、1936 年になると 1080 名が従事している。1928 年時点での在
































点では 433 名、1936 年には 332 名と依然として多いものの、漸減しており、総数が増加し
ていることを加味すると、この時代には工場労働者は減っていることがわかる。「家事被傭


































































































































































































な外国人は過去 50 年間に定着した総数の 2 パーセントを超えてはならないとされた。これ
により日本移民の定着数である 142,457 人を基数として、法定入移民数はその 2 パーセン
トの 2849 人に制限されることになった66。1920 年代には、アルゼンチンにおける日本人の
増加については、新規の渡航者や現地生まれの子どもたちが増えたことに加え、1920 年代





















た『Quién es Quién de la colectividad japonesa en la república Argentina 在アルゼンチ
ン日系人録』（上原清利美編、らぷらた報知社、1968 年）が挙げられる。同書にはアルゼン
チン在住の各個人について、以下の 9 項目が掲載されている（1 出生地、2 出生年月日、3
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4 第 17 条（国際協力事業団『アルゼンティンの生活』1983 年、p.72）。 
5 今井圭子「アルゼンチン主要紙による戦前の日本移民をめぐる報道」、『上智大学外国語学
部紀要』36 号、2001 年、p.157。 
6 国本伊代「第 8 章 ラテンアメリカ世界形成 500 年と移民」、柳田利夫編著『アメリカの日
系人―都市・社会・生活―』同文館、1995 年、p.211。 
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織が移民社会の中に形成されていったのかに焦点を当てる。1908 年から 1930 年を移民最
初期とし、ブエノスアイレスへの外国・地方からの労働者流入の中での在亜邦人社会と沖縄
































































































60 名から 70 名働いていた12。外務省には在ブエノスアイレスの領事らから一連のストライ
キについての報告「ブエノス・アイレス市労働者ノ同盟罷工ニ関スル件」が大正 8 年 1 月







































































































































































第二節 発展期（1931 年～1940 年）―「三大職業」の隆盛と組合の設立 








約 10 年間で 2976 人が渡亜している。その中で沖縄移民の比率は 1933 年を除いては毎年


























ない女性の一人であった。1912 年に店をはじめ、ブエノスアイレスには 1919 年の時点で


















終わるまでやった」、「当時の洗濯店の労働時間は 16 時間から 18 時間だった。朝の 6 時か


















 1920 年に 22 人であった洗濯業の従事者は 1928 年には 234 人になり、1936 年になると
812 人にのぼった42。沖縄移民も同じ時期から洗濯業に就くものが現れた。正確な記録は残
っていないが、沖縄移民の最初の洗濯店が開店したのは 1919 年か 1920 年と言われる43。
また、ペルー移民から転住をした小波津正英は玉城次郎と「東京」という洗濯店を 1921 年
に開業した。1936 年の事業経営者数の統計では、ブエノスアイレス市内及び近郊に居住す



































    得ること 
（ロ）店舗の借家契約をなす前にぜひとも組合または領事館に通達しその了解   






























































いたことから 1928 年に「在亜日本人園芸会」が設立された53。1930 年には花卉園芸の経営
50 
 






















 市場のできた翌年には市場の 2 階で「在亜日本人園芸同業組合」の発会式が行われてい










































































































































































































































































設立に向けた動きが起こり、1927 年 2 月 20 日に在亜日本人会会館において開講式が挙行




























































時期（1910 年～1935 年）、「写真花嫁」の時期（1935 年～1941 年）、沖縄系コミュニティ
の戦後（1945 年以降）という渡航時期によって 3 つに分類している91。沖縄移民として、
最初の呼び寄せとしてアルゼンチンに渡ったのは仲村渠恒郎の妻であるマカであったが、



























かった。1914 年の時点では男性 860 人に対して女性は 147 人、1920 年の時点でも 1956 人
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94 アルゼンチン日本人移民史編纂委員会編前掲書第一巻、p.271。 
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100 在アルゼンチン名護浦曲会編『旧名護町人アルゼンチン移住誌』、1994 年、pp.361-379。 






























































































































































































































































手新聞である La Naciónを開くと、戦況が詳細に報道されていたことがわかる。特に 1945
年に入ってからは連日戦争の様子が伝えられ、3月の対ドイツ、対日本との断交は大きく報
じられた40。3 月 26 日米軍の慶良間諸島上陸によって開始された沖縄戦についても大きく












8 月 7 日には原爆投下に関する記事が再び日本の地図とともに大きく掲載された45。8 月 9
日の紙面では「ワシントンは日本が間もなく平和を求めると考えている」の小見出しで戦争
の終わりが近づいていることや、原爆投下によって広島の海軍基地のほとんどが破壊され
たことを報じた46。8 月 10 日の紙面には長崎にも原爆が投下されたこと、日本政府がソ連





































































































































































                                                                                                                                                     
8 睦月規子「アルゼンチンの第二次世界大戦―中立政策と国内政治（二）」、『廣島法学』14








15 同上論文 p.191。 
16 今井前掲論文、p.161。 
17 睦月前掲論文、p.194。 
18 中川文雄・松下洋・遅野井茂雄『ラテンアメリカ現代史 II』山川出版社、1985年、p.335。 
19 日本アルゼンチン交流史編集委員会編『アルゼンチン交流史』日本アルゼンチン修好 100周
年記念事業組織委員会、1998年、p.46。 



















29 同盟通信の記者としてアルゼンチンに滞在したのは 1940年から 1946年まで。アルゼンチ



























40 La Nación Solidaria con America、la Argentina declaró el estado de guerra con 
Alemania y el Japón. 1945 年 3月 28日。 
41 La Nación Continua el ataque a Ryukyu.1945 年 3 月 28日。 
42 La Nación Las fuerzas de la unión invadieron la isla okinawa del grupo de las Ryukyu. 
1945年 4月 2日。 
43 La Nación Okinawa y su importancia como base aliada. 1945 年 4月 9日。 
44 La Nación Los Estados Unidos utilizan las bases aéreas de Okinawa. ; Ocupación de las 
bases de Okinawa. 1945 年 6月 7日。 
45 La Nación El presidente Truman anunció el uso bélico de la bomba atómica. 1945 年 8月
7日。 
46 La Nación En Washington creen que el Japón pedirá pronto la paz. ; La bomba atómica 
destruyó la mayor parte de la ciudad y base naval de Hiroshima. 1945 年 8月 9日。 
47 La Nación Nagasaki quedó envuelta en polvo y humo después de caer la bomba atómica.; 
Tuvo una sesión de emergencia el gabinete japonés. 1945 年 8月 10日。 
48 La Nación El gobierno japonés ofreció la rendición a los paises aliados. ; El Japón tendrá 
que ceder muchas islas estratégicas. ; Acepta las condiciones de Potsdam, pero solicita que 
sea repetado el emperador. 1945 年 8月 11日。 
49 La Nación Los aliados contestaron a la oferta de rendición del Japon. 1945 年 8月 12日。 
50 La Nación Japon aceptó las condiciones de rendición de los aliados. 1945 年 8 月 14日。 
51 La Nación Anunciaron oficialmente los aliados el fin de la guerra. 1945 年 8月 15日。 
52 La Nación El final del Japón. 1945 年 8月 11日。 
53 La Nación El final previsto del camino iniciado en Pearl Habour. 1945 年 8 月 15日。 




57 『南亜日報』「敵機動部隊別動隊 沖縄諸島に来襲」、1945年 1月 6日（新聞での表記は
皇紀 2605年）。 
58 『南亜日報』「敵機動部隊別動隊 沖縄諸島に来襲」、1945年 3月 26日（新聞での表記は
皇紀 2605年）。 
59 『南亜日報』「敵空前の大艦隊出現 沖縄諸島に上陸企図」、1945年 3月 27日。 
60 『南亜日報』「南西諸島に大戦果」、1945年 3月 28日（新聞での表記は皇紀 2605年）。 
61 『南亜日報』「敵空前の大艦隊出現 沖縄諸島に上陸企図」、1945年 3月 27日。 
62 在アルゼンチン名護浦曲会編『旧名護町人アルゼンチン移住誌』在アルゼンチン名護浦曲
会、1994年、pp.361-379。 





























































































































































































































































ゴ・ペロン（Juan Domingo Perón : 1895-1974）の妻であるマリア・エバ・ドゥアルデ・
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18 『亜国日報』1947年 8月 19日「在日二世呼寄期成同盟会総会」 
19 アルゼンチンのうちなーんちゅ 80年史編集委員会編前掲書、p.321。 
20 「本国帰還法」は 1946年 7月 31日に成立しており、イタリアやスペイン出身の移民を多
く持つアルゼンチンにおいてその需要は戦後の早い段階から求められていたことが考えられる
（アルゼンチン日本人移民史編纂委員会編前掲書第二巻、p.58）。 
21 『亜国日報』1947年 8月 12日「活動を開始した在日二世呼寄期成同盟」 





25『亜国日報』1948年 1月 6日「十六年ぶりで親子の会合」 
26『亜国日報』1948年 3月 2日「近く来亜する二世諸子」 
27 アルゼンチン日本人移民史編纂委員会前掲書第二巻、p.81。 
28『亜国日報』1948年 7月 22日「在日亜国籍人呼戻しに関し外務省注意を発表」 
29『亜国日報』1948年 7月 22日「在日亜国籍人呼戻しに関し外務省注意を発表」 



































38『亜国日報』1949年 5月 21日「全在留同胞の光栄 在留邦人一同と政庁で謁見」 
39『亜国日報』1949年 7月 19日「待望叶って一世の渡航 沖縄より多数来亜」 
40『亜国日報』1949年 7月 28日「呼寄期成同盟会情報」 























52 『亜国日報』「戦後初の南米移民 ルイス号で横浜出帆 あこがれのアルヘンティナへ」
1950年 2月 15日。 
53 同上。 
54 2018年 3月 8日 筆者による AE氏への聞き取り。 































































































































れた。「ララ」とは Licensed Agencies for Relief in Asia（アジア救済公認団体）の頭文字
をとったもので、「戦後の日本、朝鮮、沖縄を救済する」15ため開始された活動であり、救援
物資は戦後の日本に広く配給され、当時の食糧難や物資不足を大きく補ったことが知られ
ている。『ララ記念誌』によれば、1946 年 11 月から 1952 年 6 月までの間に日本に送られ





























20 トンが購入され、食用油やキャラメルの入った「食料品詰小箱」4800 個（32 トン）と
ともに、1947年 10月 16日に第一回目の救援物資としてブエノスアイレス港から送出され
た25。この物資が到着したことは 1948年 1月 2日の『亜国日報』で報道され、1月 8日付
で東京のララ物資中央委員会から救恤委員会宛てに公式に物資到着の電報が送られた。ま


















































































































































































































2 帰化が可能になったのは 1950年 1月である。同月 19日の大統領令によってそれまで効力の
あった法令を廃止し、ドイツ人および日本人がアルゼンチンへの帰化権を申請できることにな














8 『亜国日報』1949年 3月 8日「エヴァ大統領夫人救済会の日本向け救済物資発送」。なお、
同便には亜国日報社が集めた「巻煙草二万個、革製フットボール二十個、ゴム製ボール百個」
が加えられた。 


















18 日本新聞協会編『別冊 新聞研究』No.19、日本新聞協会、1984年、p.105。 
19 「国立戦災国民救済実行委員会」は、第二次世界大戦による戦災国の物資・食糧不足を支援
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24 1947年 8月 2日の『亜国日報』には、「報告」と題し、星吉平が「一身上の都合に依り」
辞任し、後任に石川浩が就任したことが記されている。 
25 当初は 1947年 8月に出航するはずであったが、送出品の輸出統制のため小麦粉の購入に時
間がかかり出航が変更になった。送出予定の物資が無事に用意されているのか不安に思う在亜
邦人のため、出航の遅延を知らせるとともに、救援物資の実物を見たい人は倉庫を見学可能で
ある旨が新聞に掲載されている（『亜国日報』1947年 9月 11日）。 
26 『亜国日報』1948年 2月 26日。 









かったとのことであった（2018年 3月筆者による SZ氏への聞き取りによる）。 
32 松堂リカルド編前掲書、p.4。 
33 1947年 6月 15日に米軍が設置した国際郵便那覇交換局が設置され、最初に取り扱った郵便











38 沖縄県文化振興会資料編集室『沖縄県史 各論編 第五巻 近代』沖縄県教育委員会、2011
年。 
39 日本語編集委員会編『ブラジル沖縄県人移民史』移民史刊行委員会、2000年、p.142。 





                                                                                                                                                     




























57 Dirección de Relaciones Institucionales, Secretaría General, Gobierno de la Ciudad de 
Buenos Aires. Los 100 años de la inmigración de japoneses oriundos de Okinawa. Buenos 















































































  第二項 米軍占領下沖縄における文化政策の影響 
 こうした沖縄の人々と芸能の距離の近さに特に注目したのが米軍占領時代の海軍に所属


















































































































































































































































た運動場である協和園が日本人会に返還され、ここを利用して 1947 年 10 月 26 日に催さ
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7 かりまたしげひさ「古老にきく 沖縄のことばと文化」、『国文学 解釈と鑑賞』至文堂、2002
年 7月、p.49。 
8 沖縄県立図書館史料編集室『沖縄県史 資料編 1 民事ハンドブック 沖縄戦 1（和訳編）』沖縄
県教育委員会、1995年、p.75。 














































「訳注『球陽』の公刊にあたり」、『訳注 球陽 全』桑江克英訳、1969年）。 
37 聞き取りでは戦後移民によって結成された団体のひとつに「球陽」という名称があったこと
から付けた、との意見もあった。2018年 3月 3日 SK 氏、TS氏への筆者による聞き取り。 
38 沖縄古典音楽野村流協会亜国支部編前掲書、p.34。 
39 同上書、p.34。 
40 『らぷらた報知』1949年 2月 19日。 
41 『らぷらた報知』1949年 2月 19日。 
42 『亜国日報』1951年 5月 15日。 
43 在亜沖縄連合会編『創立十周年記念会誌』在亜沖縄連合会、1961年、p.2。 






























  第一項 創刊の経緯 
第二次世界大戦が終戦を迎えても、1947 年まで在亜邦人は敵性外国人のままであった。




























































































































































































































































記事によると、アルゼンチン政府が「世界の戦災難民救済のために 1946 年、1948 年の
二回に発令した物資援助に関する法令」は、「今日に至ってはもはやその必要原因が解消し


































た38。9 月 19 日付のその手紙の内容は、自らに代わる新たな知事の決定した選挙に関する
報と、新任者への支援の要請が主でありながらも、「これまでと変わりなく郷土復興にご援
助ご協力くださらんことを」と記され、未だ支援継続の必要性が訴えられた。 

















































































































































































































1951 年 1 月 18 日には「沖縄出身者の総合団体を創立するための世話人の集まりが度々
行われてきたが、去る 14日の会合で創立実行委員が決まり趣意書、会則その他創立総会の
準備等にあたることになり総合団体創立も目星つく」61と報じられ、創立が現実のものに近



























































































































































































































1 日本新聞協会編『別冊 新聞研究』No.19、日本新聞協会、1984年、p.105。 
2 同上、p.114。 
3 アルゼンチン日本人移民史編纂委員会編『アルゼンチン日本人移民史 第二巻 戦後編』、
在亜日系団体連合会、2006年、p.37。 
4 La Plata Hochi. webサイト
<http://www.laplatahochi.com.ar/index.php?option=com_content&view=article&id=48&Ite
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資料 ： 聞き取り対象者一覧 
 
  年齢 出身 現住 渡航年・移動 
A（女性） 20代 亜国 亜国  
B（女性） 30代 亜国 亜国  
D（男性） 40代 亜国 亜国  
E（女性） 20代 亜国 亜国  
F（女性） 20-30代 亜国 亜国  
J（男性） 20代 亜国 亜国  
K（男性） 20代 亜国 亜国  
L（男性） 20代 亜国 亜国  
M（男性） 30代 亜国 亜国  
N（男性） 20-30代 亜国 亜国  
O（男性） 20-30代 亜国 亜国  
S（女性） 70代 沖縄 亜国 不明 
U（男性） 70代 沖縄 亜国 1952年渡亜 
V（男性） 80代 沖縄 亜国 1951年渡亜 
X（女性） 90代 沖縄 亜国 1935年渡亜 
Y（男性） 90代 沖縄 亜国 1930年渡亜 
HR（男性） 30-40代 亜国 亜国  
UM（男性） 30代 亜国 亜国  
CE（女性） 50代 亜国 亜国  
SZ（男性） 100代 沖縄 亜国 1952年渡亜 
SK（男性） 80代 沖縄 亜国 1951年渡亜 
TSa（男性） 70代 沖縄 亜国 渡亜年不明 
MF（女性） 80-90代 沖縄 亜国 1954年渡亜 
MY（女性） 50代 亜国 亜国  
ME（男性） 50代 亜国 亜国  
OC（女性） 20-30代 亜国 日本  
OM（女性） 10-20代 亜国 亜国  
OTo（男性） 50-60代 沖縄 亜国  
OTs（女性） 50-60代 沖縄 亜国 1962年渡亜 
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EC（男性） 90代 沖縄 亜国 1952年渡亜 
UK（男性） 90代（当時） 沖縄 亜国 1930年渡亜 
UE（女性） 60-70代 亜国 亜国  
AE（女性） 80代 亜国 亜国  
SM（男性） 80代 沖縄 亜国 1950年渡亜 
AM（男性） 70-80代 亜国 亜国  
YH（男性） 60代 沖縄 亜国 1969年渡亜 
IC（男性） 60代 沖縄 亜国 ボリビアから亜国 
TS（男性） 60代 沖縄 亜国 ボリビアから亜国 
Na（男性） 60代 沖縄 亜国 ボリビアから亜国 
YE（男性） 70代 沖縄 亜国 ボリビアから亜国 
TSe（男性） 70代 沖縄 亜国 ボリビアから亜国 
Is（男性） 80代 三重 亜国 1962年渡亜 
EY（女性） 80代 和歌山 亜国 1950年渡亜 
SS（男性） 90代 広島 亜国 1957年渡亜 
NT（男性） 80代 沖縄 日本 ボリビア 
CH（男性） 80代 沖縄 ボリビア ボリビア 
AK（男性） 70代 沖縄 亜国 1964年渡亜 
GF（女性） 70代 沖縄 亜国 1960年代渡亜 
GR（男性） 80年代 沖縄 亜国 1960年代渡亜 
AT（男性） 60-70代 沖縄 亜国 ボリビアから亜国 
YS（男性） 60-70代 沖縄 亜国 ボリビアから亜国 
SC（男性） 70代（当時） 沖縄 亜国 1951年渡亜 
 
 
 
 
 
 
 
 


